
１．目標　　　

　　学校生活を振り返り、けがのない安全な学校生活を送るための行動を理解する。
２．題材について

　　　本校養護教諭によると、本校では、１年生から３年生を中心に学校内でのケガが多く、学年が上がるに連れて、保健室への来室が減る。３年生は低学年児童に比べ身体も大きく成長し、運動能力が高まってくる。また、友達同士の関係が強まったり、知的好奇心が高まったりしてくることから、思いもかけない行動をとったり、衝動的な動きをしたり、些細ないたずらが大きなケガや事故につながったりすることが多い。
そこで、本題材では、日常の生活行動にどのような危険なことがあるのかを理解し、けがの予防を
考えさせる。元気よく活動するこの時期に、けがと日常生活を結び付けて考えさせることで、けがの
予防につなげたい。
３．つながりを意識した指導の工夫

　　　(１)養護教諭とのつながり

児童は、日常的に学校でのけがについて意識して生活しているとは言えない。養護教諭に、学年ごとのけがの件数やどこでどんなけががあったのか等、データを基にした話を聞くことで、けがの原因や発生場所を理解し、けがの防止について考え、自分たちの生活に生かすことができる。
　(２)家庭や地域とのつながり

大きな外傷は、校外で起きていることが多い。学習したことを安全便りで伝えたり、児童が家庭で話題にしたりすることで、児童は、校外での遊びにおけるけがの防止や危ない遊びの予防について再確認することができる。また、このことによって、けがの予防に対する家庭の意識を高めることができる。
４．本時の展開　
(１)ねらい
　　学校生活を振り返り、けがのない安全な学校生活を送るための行動を理解する。
(２)展開

	児童の活動(・予想される児童の反応)
	○指導上の留意点（■評価　◆教材等））

	1. 学校のどこでけがをしたことがあるか話し合う。

・図工室　・体育館　・校庭　　・遊具

・廊下　　・階段　　・学校の門

2. いつ、どのような、けがをしているか話し合う。

· 図工室で、図工の授業中に指を切ったことがある。

· 体育の授業中に跳び箱をしていて、腰を打ちつけた。
· ジャングルジムから降りる時に他の児童とぶつかった。

· 休み時間の帰りに走っていて廊下で転んだことがある。

· 階段を急いで下りている時に、上っている人とぶつかった。

· 給食準備中に配膳台を廊下で押している人がいて、ぶつかりそうになった。
3. 養護教諭の話を聞く。

4. けがの原因を考え、発表する。

· 夢中になって遊び過ぎて、周りを見ていないから。

· 休み時間ぎりぎりまで遊んで、急いで教室に戻っているから。

· 校内を走っているとけがをしやすい。

· けがをしないだろうと思ってふざけて押し合いをしたり遊んだりしているとけがをすることがある。
5. どうしたらけがを防止したり減らしたりできるか考え、

　　発表する。〈危険回避〉
· 時間に余裕をもって、行動する。

· 階段や廊下では絶対に走らない。

· 友達と遊んでいる時に、ふざけて押したり、乗ったりしない。

6. 学んだことを振り返り、学習感想を書く。

· 落ち着いて行動することが大切だと思った。

· ちょっとしたいたずらやふざけた行動がけがにつながるのだと思った。


	· 校内のいろいろな教室や場所の写真を提示することで、具体的に想像できるようにする。
· 図工室や、体育館、校庭、遊具、階段、廊下などの写真

· 写真以外の場所での危険についても自由に発表させる。

· データで示すことにより客観的な事実として理解させる。
· けがのない安全な学校生活を送るための行動を理解している。













学校生活の中で、どのようなきけんがあるか考えよう。








第３学年　学級活動（生活安全）　　　　　　　　　    場所　３－２教室





運動や遊びとけが
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